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ツリー予定地

会場の草刈り、
石やコンクリート
片等の危険物の
除去を行いました

幸手市商工会青年部では
手話が皆様にとってより身近なものになってほしいと考え、
下記のとおりキャラクター名の一般公募を行います。
多くの皆様からのご応募をお待ちしております。

別紙折り込みをご参照ください

キャラクター
ネーミング 大募集

　
研
修
委
員
会
で
は
「
手
話
」

を
通
じ
て
地
域
の
全
て
の
お
客

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
意
識
の
向

上
を
目
指
し
た
事
業
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
の
「
手
」

で
「
幸
せ
」
を
伝
え
ら
れ
た
ら

素
敵
で
す
よ
ね
。

今
回
の
お
題

　　
　
　

『
あ
り
が
と
う
』

　
〜 

手
話
P
R
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
習
し
て
み
ま
し
ょ
う 

〜

　一日限りの『サッテリア』オープン！？
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菌
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２
５
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リ
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消
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毎
月
第
３
日
曜

　
　
　
へ
そ
づ
く
り
応
援
団
主
催　

朝
市

　
　
　
　

8
：
0
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- 　

9
：
0
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場
所　

幸
手
小
学
校
南
門
前
広
場

こ
の
街
が
好
き
だ
か
ら・・・

幸
手
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、新
入
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

0
4
8
0-

4
3-

3
8
3
0

　
　
　
　

幸
手
市
商
工
会　

西
山
ま
で

編
集
後
記

http://satte-sci.or.jp/youth/

青
年
部
員
募
集

青
年
部
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

幸手市商工会青年部ホームページ（PC、ケータイ両対応）

Illustrated by ケニー笹原
Are You Sure(手話)?
～あなたの「手」で「幸せ」を伝えられたら・・・

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
「
今
年
も
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
と
サ
ン
タ
が
こ
の
街
に
や

っ
て
き
ま
す
」

　
12
月
13
日
（
土
）
午
後
３
時
か

ら
9
時
ま
で
中
央
商
店
街
通
り
し

あ
わ
せ
カ
フ
ェ
Ａ
ｍ
ｉ
横
空
地
に

て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
子

供
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
り
、

幼
稚
園
児
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
青
年
部
員
み
ん
な
で
手
造
り
の

イ
ベ
ン
ト
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
監
査　

 

花
輪 

佳
男

平
成
20
年
10
月
4
日

　
　

飯
原　

秀
和
く
ん　

　
　
　
　
　

悠
子
さ
ん　
　

ご
結
婚

平
成
20
年
11
月
2
日

　
　

関
口　

慎
太
郎
く
ん

　
　
　
　
　

恵
さ
ん　
　
　

ご
結
婚

平
成
20
年
10
月
5
日

　
　

深
作　

篤
史
く
ん　

長
男
誕
生

　
　
　
　
　

龍
佑
（
り
ゅ
う
す
け
）
く
ん

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

深
作
篤
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
会
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
部
に
入
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
幸
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
深
作
篤
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
申
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
9
7
9
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
月
22
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
、
29
歳

で
す
。

　

幸
手
を
離
れ
て
他
社
で
経
験
を
積
ん

で
、
2
0
0
7
年
9
月
よ
り
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
趣
味
は
車
で
す
。
ド
ラ
イ

ブ
で
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
す
。
時
間
が
と

れ
ず
活
動
に
参
加
で
き
な
い
時
も
あ
り

ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
皆
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

行
幸
自
動
車　

 
　

幸
手
市
松
石
２
１
２

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
８
０－

４
２－

３
７
１
７

　

今
号
の
青
年
部
新
聞
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？

　

私
達
の
作
っ
た
こ
の
新
聞
で
し
か
知

り
え
な
い
情
報
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
共
々
、
ぜ
ひ
読

ん
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
の
方
に
青
年
部
活
動
に

興
味
を
も
っ
て
頂
き
、
共
に
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に

願
い
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
　
　

総
務
委
員
会　

 

川
尻 

一
哉

手話監修　木村和子
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平
成
20
年
10
月
19
日　

幸
手
市
民
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
昨
年
に
引
き
続
き
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

は
1
0
0
個
完
売
し
た
実
績
も
あ
り
、

今
年
度
は
2
0
0
個
に
数
を
増
や
し
又

チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
に
も
挑
戦
し
、
昨
年

同
様
す
べ
て
完
売
。

　

こ
れ
も
全
て
事
務
局
及
び
当
日
参
加

し
て
く
れ
た
部
員
や
当
日
参
加
で
き
な

く
て
も
嫌
が
ら
ず
一
生
懸
命
食
材
の
買

出
し
、
仕
込
み
な
ど
の
前
準
備
を
行
っ

て
く
れ
た
部
員
皆
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
青
年

部
の
実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
辰

野
と
申
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
青
年
部
部
員
と
し
て
参

加
出
来
る
最
後
と
な
る
市
民
祭
り
で
し

た
の
で
、
良
い
経
験
と
思
い
出
を
頂
き

ま
し
た
。

　

言
葉
が
纏
ま
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
ま

つ
り
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

青
年
部
副
部
長　

 

辰
野 

正
洋

幸
手
市
民
ま
つ
り

新
入
部
員

お
め
で
と
う

青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://satte-sci.or.jp/youth/

　

パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
が
ブ
ロ
グ
形
式
に

な
り
ま
し
た
、
青
年
部
活
動
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
感
想
を
コ
メ
ン
ト
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
、
皆
様
の
声
が
、
青
年
部

に
活
気
を
与
え
ま
す
。

右手を垂直に立て、
小指側から左手の甲に乗せた後、垂直に上げます。
この時かるく頭を下げます。
頭を軽く下げながらゆっくりと表現すると、より丁寧なお礼となります。

P
R
ボ
ー
ド
設
置
第
２
弾

　
　
市
内
の
保
育
所
、幼
稚
園
の
ご

　
協
力
を
い
た
だ
き
、手
話
P
R
ポ

　
ス
タ
ー『
あ
り
が
と
う
』、挨
拶
を

　
中
心
に
制
作
し
た
小
冊
子
、キ
ャ

　
ラ
ク
タ
ー
ネ
ー
ミ
ン
グ
応
募
用

　
紙
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

設
置
場
所

　
第
一
保
育
所

　
第
二
保
育
所

　
第
三
保
育
所

　
吉
田
幼
稚
園　
　

　
あ
ゆ
み
第
二
幼
稚
園

　
幸
手
さ
く
ら
幼
稚
園

　
幸
手
白
百
合
幼
稚
園

　
幸
手
ひ
が
し
幼
稚
園

　
幸
手
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

　
第
二
幸
手
幼
稚
園　

　
て
ん
じ
ん
保
育
園

　
ト
ッ
ト
保
育
園

設
置
期
間

　
11
月
１
日
〜
１１
月
３０
日

協
力

　
幸
手
市

　
社
会
福
祉
法
人
幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
幸
手
市
聴
覚
障
害
者
協
会

　
幸
手
手
話
サ
ー
ク
ル

　
埼
玉
り
そ
な
銀
行
幸
手
支
店

　
武
蔵
野
銀
行
幸
手
支
店

　
栃
木
銀
行
幸
手
支
店

　
埼
玉
縣
信
用
金
庫
幸
手
支
店

　
幸
手
郵
便
局　
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施工例
（業界紙POP-EYEに掲載されました）

﹃
江
戸
百
万
の

　
　
　
人
達
の
た
め
に
・
・
・
﹄

　
そ
の
昔
�
お
米
は
税
金
の
よ
う

な
物
で
あ
り
�
石
高
が
地
域
の
大

名
の
力
を
示
す
も
の
で
あ
�
た
�

と
同
時
に
�
人
々
の
日
々
の
生
活

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
�
た
�

　
江
戸
幕
府
は
�
利
根
川
の
治
水

に
よ
る
流
路
変
更
に
よ
り
流
れ
が

変
わ
�
た
古
利
根
川
に
対
し
て
�

万
治
三
年
�
伊
奈
半
左
衛
門
に
開

削
を
行
わ
せ
た
�
こ
れ
が
今
の
葛

西
用
水
で
あ
り
�
現
在
で
も
埼
玉

県
東
部
低
地
の
大
切
な
用
水
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
�

　
地
元
で
は
通
称
﹁
樋
の
上
・
ヒ

ノ
エ
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
�
正

式
名
称
は
﹁
琵
琶
溜
井
﹂
で
あ
る
�

そ
の
名
の
由
来
は
�
溜
井
を
作
�

た
当
時
�
そ
の
形
が
﹁
び
わ
﹂
に

似
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
�

　
名
前
一
つ
を
つ
け
る
に
し
て
も
�

先
人
の
方
々
の
﹁
心
の
わ
び
さ
び
﹂

を
感
じ
る
�

幸
手
今
昔
物
語

ミ
ヤ
ッ
チ
の
県
青
連
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
よ
い
よ
秋
も
深
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
澄
み
切
っ
た
夜
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
お
月
様
が
見
守
る
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　

部
員
の
皆
さ
ん
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

は
連
日
の
会
議
も
深
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

て
！
？
き
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
９
月
３
日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
・
主
張
大
会
（
木

更
津
）
に
お
い
て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
張
大
会

で
は
古
山
大
輔
君
（
吹
上
）
は
惜
し
く
も
全
国

大
会
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
全
国
大
会
に
係
る
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
顕
彰
推
薦
に
【
人
づ
く
り
部
門
】
で
吉
見

町
青
年
部　

小
池
仁
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
４
０
回
埼
玉
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
野

球
大
会
が
、
10
月
2
日
（
木
）
、
東
松
山
市
営

球
場
で
開
催
さ
れ
、
激
戦
の
末
、
西
秩
父
に
栄

冠
が
輝
き
ま
し
た
。
優
勝
し
た
西
秩
父
商
工
会

青
年
部
は
、
来
る
10
月
29
日
（
水
）
に
熊
谷
運

動
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
る
「
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
野
球
大
会
」
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
際
な
ど
、
こ
の
時
期
に
な

り
ま
す
と
各
単
会
も
市
民
祭
り
、
産
業
祭
な
ど

各
地
で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
へ
の
参
加
準
備
が

連
日
で
非
常
に
タ
イ
ト
な
日
程
に
な
っ
て
き
て

い
て
、
試
行
錯
誤
し
て
い
る
な
ん
て
話
に
な
り

ま
す
。
ど
の
単
会
も
思
考
を
凝
ら
し
こ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
青
年
部
で
し
か
で
き
な
い
若
さ

と
パ
ワ
ー
情
熱
を
も
っ
て
全
力
で
望
ん
で
い
る

様
子
が
伺
え
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
県
青
連
に
お

い
て
は
県
青
連
創
立
40
周
年
記
念
式
典　

に
向

け
て
着
々
と
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
各
単
会

・
部
員
の
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
参
考
に
な
る

よ
う
な
講
演
や
企
画
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
26
日
（
水
）
は
、
必
ず
参
加
し
て
よ
か
っ

た
と
も
ら
え
る
記
念
式
典
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
近
隣
県
の
会
長
な
ど
も
来
賓
予
定
で
す
の

で
ぜ
ひ
と
も
た
く
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
県
連
日
程

10
月
15
日　

（
水
）
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
（
白
岡
）

10
月
23
日　

（
木
）
全
国
会
長
会
議　

10
月
29
日　

（
水
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
（
熊
谷
）

11
月
10
日　

（
月
）
県
青
連
役
員
会
（
さ
い
た
ま
市
）

11
月
7
日　

（
金
）
埼
玉
県
中
小
企
業
活
力
強
化
大
会

11
月
26
日　

（
水
）
県
青
連
創
立
40
周
年
記
念
式
典
（
さ
い
た
ま
）

2
月
10
〜
11
日　

第
11
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会(

福
岡)

3
月
3
〜
4
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
後
期
代
表
者
会
議
・
交
流
研
修
会
（
さ
い
た
ま
）

　
埼
玉
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
　

 　

監
事　

宮
田 

充　

　

8
月
25
日
、
雨
の
中
、
総
勢
50
名
が

参
加
し
て
お
台
場
の
潮
風
公
園
に
て
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
近
く
に
た
く
さ
ん
の
施
設

が
あ
り
家
族
や
友
人
と
楽
し
い
時
間
を

み
ん
な
が
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
子
供
達
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
印
象
的
な
1
日
で
し
た
。

　
　
　
　

親
睦
委
員
会　

 

板
谷 

和
之

　

9
月
17
日
（
水
）
、
中
央
商
店
街
駐

車
場
に
て
愛
の
献
血
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
も
、
43
名
の

　
　
　
　
　
　
　

方
々
に
ご
参
加
い
た

　
　
　
　
　
　
　

だ
き
、
14
ℓ
も
の
貴

　
　
　
　
　
　
　

重
な
血
液
を
集
め
る

　
　
　
　
　
　
　

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

先
日
読
ん
だ
新
聞

に
、
献
血
を
100
回
目
標
に
頑
張
っ
て
い

た
方
が
、
年
齢
制
限
の
為
に
達
成
出
来

な
か
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
ま
だ
3
回
目
で
す
が
、
次
回
2
月

18
日
に
行
わ
れ
る
献
血
活
動
以
降
も
、

い
つ
も
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
を
見
習
い
、
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
2
月
18
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ

る
献
血
に
も
、
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

研
修
委
員
会　

 

石
塚 

輝
実　

『
あ
り
が
と
う
』

　

普
段
、
私
た
ち
が
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
方
法
と
し
て
一
番
簡
単
な
言
葉

で
す
。
口
で
言
う
こ
と
は
と
て
も
簡
単

で
す
が
、
耳
の
不
自
由
な
方
に
言
葉
で

は
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

『
左
手
を
胸
の
上
に
水
平
に
出
し
、
右

手
を
左
手
の
甲
に
垂
直
に
当
て
、
そ
の

ま
ま
真
上
に
右
手
を
上
げ
る
』
こ
れ
が

『
あ
り
が
と
う
』
の
手
話
で
す
。
た
っ

た
こ
れ
だ
け
の
動
作
で
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
研
修
委
員
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
に
少
し
で
も
手
話
に
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
市
内
公
共
施
設
、

金
融
機
関
な
ど
11
箇
所
に
『
あ
り
が
と

う
』
の
手
話
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
掲
載

し
た
手
話
ボ
ー
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
話
ボ
ー
ド
の
下
部
ラ
ッ
ク

に
、
こ
れ
ま
で
青
年
部
新
聞
に
掲
載
し

た
あ
い
さ
つ
等
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

手
話
ボ
ー
ド
の
設
置
期
間
は
9
月
1

日
〜
9
月
30
日
の
一
ヶ
月
間
行
い
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
総
数
は
2
3
5
枚

で
し
た
。

　

先
日
私
は
市
役
所
に
設
置
し
た
手
話

ボ
ー
ド
の
前
で
楽
し
そ
う
に
『
あ
り
が

と
う
』
の
手
話
を
し
て
い
る
笑
顔
の
親

子
に
出
会
い
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の

方
々
が
手
話
に
触
れ
・
体
感
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

研
修
委
員
会
で
は
引
き
続
き
手
話
ボ

ー
ド
を
市
内
の
様
々
な
場
所
に
設
置
し
、

少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
方
々
に
手
話

に
接
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

研
修
委
員
会　

 

大
久
保 

有

　

「
青
年
部
活
動
っ
て
何
だ
ろ
う
」

　

私
が
商
工
会
青
年
部
に
入
部
し
て
７

年
間
が
経
ち
ま
す
。
2
年
目
く
ら
い
ま

で
は
、
委
員
会
に
出
席
し
て
も
特
に
発

言
も
な
く
、
た
だ
そ
の
場
に
い
る
だ
け

で
し
た
。
そ
の
後
、
副
委
員
長
と
し
て

常
任
委
員
会
に
出
席
し
て
か
ら
、
初
め

て
全
体
の
流
れ
が
見
え
て
く
る
よ
う
に

な
り
、
事
業
活
動
に
対
し
て
の
考
え
方

が
よ
う
や
く
わ
か
り
始
め
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
、
当
時
の
渡
辺
部
長
を
は

じ
め
先
輩
た
ち
が
声
を
掛
け
て
く
れ
て
、

事
業
を
通
し
て
様
々
な
出
会
い
、
経
験

を
頂
い
た
こ
と
は
、
今
の
自
分
に
大
き

な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
小

泉
哲
也
会
長
の
今
年
度
方
針
の
中
に
、

【
青
年
部
は
、
知
り
合
っ
た
仲
間
と
共

に
切
磋
琢
磨
す
る
。
そ
し
て
多
く
の
仲

間
と
知
り
合
う
こ
と
自
体
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
後
継
者
は
経
営
者

に
、
経
営
者
は
真
の
経
営
者
に
成
長
を

遂
げ
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
義
務
】

と
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
様

々
な
事
業
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

現
状
、
45
名
の
部
員
が
お
り
ま
す
が
、

5
年
後
に
は
半
分
ほ
ど
の
部
員
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
じ
め
に
楽
し
く
活

動
を
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
新
し
い

「
幸
手
の
仲
間
」
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
か
ら
の
ご
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

青
年
部
部
長　

 

小
栗 

泰
直 

O
B
の
ひ
と
り
ご
と

ぐ
る
め
マ
ニ
ア

事
業
所
紹
介

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

愛
の
献
血
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
金
）
午
後
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
よ
り
、
久
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
立
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
庭
に
て
『
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
カ
ー
と
お
酒
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
こ
よ
な
く
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
仲
間
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
『
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
親
睦
交
流
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
盛
大
に
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢
・
職
業
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
属
団
体
・
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
員
・
Ｏ
Ｂ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
つ
ま
ら
な

い
垣
根
は
一
切
無
く
、
純
粋
に
サ
ッ
カ

ー
を
心
か
ら
た
だ
楽
し
み
、
ど
ろ
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ

て
、
子
供
の
頃
み
た
い
に
ボ
ー
ル
だ
け

を
追
っ
か
け
て
る
無
邪
気
な
姿
。
そ
し

て
、
子
供
や
家
族
か
ら
の
大
声
援
を
受

け
て
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
頑
張
る
、
と
び

っ
き
り
か
っ
こ
い
い
親
父
と
し
て
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

　

試
合
の
方
は
残
念
な
が
ら
、
〝
コ
テ

ン
パ
ン
〞
に
や
っ
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ

い
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
懇
親

会
で
は
『
最
高
の
仲
間
達
』
と
、
と
て

も
美
味
い
お
酒
が
飲
め
ま
し
た
。
「
楽

し
か
っ
た
な
ぁ
〜
。
」

　

今
回
、
全
て
の
準
備
を
し
て
頂
い
た

『
久
喜
市
商
工
会
青
年
部
』
の
部
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
『
Ｏ
Ｂ
』
・
『
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
』
・
そ
し
て
、
『
幸
手
市
商

工
会
青
年
部
』
の
多
く
の
部
員
の
皆
様

の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
、
『
全
て
の
仲
間
達
』

に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

サ
ッ
カ
ー
部
部
長　

 

梅
澤 

隆
史　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 (

サ
ッ
カ
ー)

                  

V
S 

久
喜
市
商
工
会
青
年
部 

〜
あ
な
た
の
手
で
幸
せ
を
伝
え
ら
れ
た
ら
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

P
R
ボ
ー
ド
設
置
大
作
戦 

! !

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
商
工
会
に
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！
！
」
平
成
12
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
卒
業
し
、
早
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
が
過
ぎ
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
約
９
年
間
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
部
に
お
世
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仕
事
柄
、
総
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
事
業
・
イ
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
に
は
参
加
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
せ
ん
で
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ん
な
私
で
も
、

商
工
会
の
職
員
の
皆
様
・
会
員
の
仲
間
達
に
は
温
か

く
迎
え
て
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
は

亡
き
奈
良
次
男
前
商
工
会
長
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
有

意
義
な
時
代
で
し
た
。

　

当
時
私
は
、
同
じ
様
な
他
の
団
体
に
も
所
属
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
全
て
私
達
民
間
で
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
変
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
青
年

部
で
は
、
商
工
会
と
私
達
と
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

様
々
な
事
業
展
開
す
る
為
、
比
較
的
「
時
間
」
・
「

資
金
」
・
「
気
持
ち
」
に
余
裕
が
出
来
、
有
り
難
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
「
経
営
」
「
税
理
」
「

保
険
」
「
融
資
」
と
い
っ
た
、
日
々
の
経
済
活
動
に

大
切
な
事
も
勉
強
す
る
事
が
出
来
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

青
年
部
の
皆
様
、
大
い
に
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
大
い
に
恩
返
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
幸
手

の
町
の
発
展
は
、
官
民
一
体
の
活
動
に
あ
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
と
き
わ
や　

 

増
田 

行
雄

　

今
回
ご
紹
介
す
る
美
味
し
い
お
店
は
、

上
高
野
の
居
酒
屋
「
庄
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

　

緑
台
で
20
年
近
く
営
業
さ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
年
7
月
に
現
在
の
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
リ
ニ
ュ
ー
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
オ
ー
プ
ン
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
は
焼
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
の
他
、
旬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
材
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
、
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ニ
ュ
ー
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
も
の
で
も
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽
に
作
っ
て
も

ら
え
ま
す
。

　

地
域
の
方
や
常
連
さ
ん
の
笑
い
に
包

ま
れ
た
お
店
は
と
っ
て
も
あ
た
た
か
い

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
つ
い
つ
い
お
酒

も
す
す
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？
お
か
み
さ
ん
が
や
さ
し
い
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
よ
。

居
酒
屋　
　
庄
ち
ゃ
ん

　　

住
所　
　
　

 

幸
手
市
上
高
野
1
4
3
2-

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
カ
ワ
チ
薬
品
と
な
り
）

　

電
話　
　

    

0
4
8
0

-

4
3

-

3
8
3
3

　

営
業
時
間　

1
7
:
0
0
〜
2
3
:
0
0　

                    　
　

（
L
.
O 

2
2
:
0
0
）

　

定
休
日　
　

月
曜
日

　

駐
車
場　
　

完
備

　
　

地
域
振
興
委
員
会　

 

益
山 

雅
男

　

当
社
は
昔
、
魚
屋
を
営
ん
で
ま
し
た

が
や
が
て
防
水
屋
か
ら
合
羽
屋
に
変
わ

っ
て
い
き
、
今
で
は
シ
ー
ト
・
テ
ン
ト

を
主
と
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ

で
今
で
は
看
板
ま
で
取
り
扱
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

『
看
板
っ
て
店
舗
の
顔
』
と
言
え
る
ぐ

ら
い
に
大
事
な
部
分
と
言
う
事
を
皆
さ

ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
店
舗
の
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
た
い
何
か
を
作
り
た
い
方
、

何
な
り
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
㈱
サ
エ
キ

　
　

住
所　
　
　

幸
手
市
中
2

-

1
3

-

2
7

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
　

０
４
８
０

-

４
2

-

0
9
4
2

　
　

F
A
X　
　

０
４
８
０

-

４
2

-

8
7
7
4

　
　

営
業
時
間　

平
日　
　

8
：
3
０
〜
1
9
：
0
０

　
　

定
休
日　
　

日
曜
・
祝
日

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
い
た
の
は
、
江
森
俊
幸
先
輩

の
ご
紹
介
で
増
田
行
雄
先
輩
で
す
。
幸
手
市
中
４
丁

目
に
て
『
㈲
と
き
わ
や
』
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
私

も
近
所
で
す
の
で
、
お
会
い
す
る
際
に
は
毎
回
元
気

良
く
挨
拶
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

増
田
先
輩
と
の
事
で
思
い
出
す
の
は
、
私
が
初
め

て
参
加
し
た
北
海
道
・
札
幌
へ
の
視
察
研
修
旅
行
で

の
『
革
靴
事
件
』
で
す
。
あ
の
事
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
も
ま

だ
青
年
部
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
の

で
、
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
度
（
平
成
12
年
３
月
12
日
）
の

事
業
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
青
島
健
太

氏
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

増
田
先
輩
が
春
日
部
高
校
野
球
部
時
代
の
青
島
氏
の

１
年
後
輩
で
あ
っ
た
か
ら
実
現
で
き
た
と
も
聞
き
ま

し
た
。
あ
の
日
私
は
控
え
室
で
待
っ
て
い
る
青
島
氏

と
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
が
、
普
段
T
V
に
出
て
る

人
が
目
の
前
に
い
る
と
い
う
事
に
、
不
思
議
な
感
覚

を
覚
え
ま
し
た
。

　

私
も
青
年
部
に
入
会
し
た
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
そ
れ
を
こ
れ

か
ら
も
活
か
せ
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
増
田
先
輩
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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木
村 

則
之　

ひ
と
り
ご
と
の
後
に・・・

部
長
コ
ラ
ム

昭和53年頃平成20年現在

樋の上「琵琶溜井」の今昔


	0811A
	0811B

